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 １．日本ワインとは 

「果実酒等の製法品質表示基準」 
  （平成27年１０月３０日告示） 

  「日本ワイン」を定義 

  「日本ワイン」に限り、産地名、ブドウ品種、収穫
年が表示可能 
 ※産地名を表示する場合は、その地域で収穫 
        したブドウを８５％以上使用すること 

国産ブドウのみを原料とし、日本国内で製造さ
れた果実酒 
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 ２．表示ルール制定の背景 －従来の表示－ 

国産ブドウのみ 
を原料 

 輸入濃縮果汁 
 輸入ワイン   を原料 

国産ワイン 
消費者にとって、国産ブドウのみを原
料としたワインとそれ以外のワイン
（海外原料を使用したワインなど）との 
区別がつきにくい 
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（単位：千kℓ） 

酒類全体（右軸） 

果実酒の課税数量の推移 

果実酒（左軸） 
上段：輸入分 
下段：国産分 

（出展）国税庁統計年報書 4 

 ２．表示ルール制定の背景 －消費動向－   

酒類全体の消費が伸び悩む中、
ワインの消費は拡大 
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果実酒製造場数及び新規免許付与件数の推移 

右軸：新規免許付与件数 

（年度） 

左軸：果実酒製造場数 
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 ２．表示ルール制定の背景 －新規参入－   

近年、全国各地に 
新しいワイナリーが誕生 



2015 Decanter World Wine Awards（英） 

Gold Prize １点 Silver Prize １点 

2015 International Wine and Spirits Competition（英） 

Silver Prize ８点 

2015 International Wine Challenge（英） 

Silver Prize ３点 
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 ２．表示ルール制定の背景 －評価の高まり－ 

国産ブドウのみから醸造された
「日本ワイン」の高品質化 
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 3．新しい表示ルールの効果 

「果実酒等の製法品質表示基準」 
  （平成27年１０月３０日告示） 

  「日本ワイン」を定義 

  「日本ワイン」に限り、産地名、ブドウ品種、収穫
年が表示可能 
 ※産地名を表示する場合は、その地域で収穫 
        したブドウを８５％以上使用すること 

国産ブドウのみを原料とし、日本国内で製造さ
れた果実酒 

消費者が安心して商品を購入 

日本ワインのブランド力の向上 



日本ワインの 
課題 
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 １．世界のワイン生産 

OIV資料による 
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 １．世界のワイン生産（２） 

OIV資料による 
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 ２．日本の自然環境 

出展：くらべる地図帳 
浅井建爾 
東京書籍(2010) 
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 ３．日本ワインへの注目 

• 様々な品種が全国各地で栽培されている 
– 欧州系品種 

• シャルドネ、ソーヴィニヨンブラン、ケルナー、リースリング 
• メルロー、カベルネソーヴィニヨン、ツバイゲルトレーベ 

– 米国系品種 
• デラウェア、ナイアガラ 
• コンコード、キャンベルアーリー 

– 日本特有あるいは日本で交配された品種 
• 甲州、竜眼 
• ヤマブドウ、マスカットベーリーＡ、ブラッククイーン 

• 品質の向上 
• 甲州種ワインの世界での評価 
• 取り扱い店、棚の増加 

– 日本ワインに特化したワインバー 
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 ４．日本ワインの課題 

・ ワイナリーとブドウ農家が分業 

・ ワイン用ブドウ栽培の歴史が短い 

– 地域に適したブドウ品種は？ 

–  地域に適した栽培ノウハウは？ 

・ ワイン用ブドウが足りない 

– 絶対的な量が不足 

– ブドウ農家の減少 

– 植栽からブドウが収穫できるまで最低３年必要 

・ コストが高い 

– 人件費、ブドウの価格が高い 

– 支援産業の規模が小さい 

・ 新規参入者への支援 


